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Ⅰ 調査の概要 

（１）調査目的 

本調査は、令和６年度から令和８年度を計画期間とする「射水市高齢者保健福祉計画・第

９期介護保険事業計画」の策定に向け、在宅要支援・要介護認定者及び主な介護者に在宅介

護の実態や介護と仕事の両立等の状況を伺い、計画策定の基礎資料として活用するために実

施しました。 

 

（２）実施概要 

調査対象 在宅の要支援・要介護認定者 

調査期間 令和４年１２月１日～令和５年３月３１日 

調査方法 認定調査員による聞き取り調査 

配付・回収 回収：623票 

 

（３）報告書の見方 

○ 「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○ 「n」は、構成比算出の母数（回答者数）を示しています。 

○ 百分比による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出し、

本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第 2 位以下を四捨五入し、小数点第 1 位

までを表記します。また、複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100％を超えるこ

とがあります。 

○ 設問の中には前問に答えた人のみが答える「限定設問」があり、表中の「回答者数」が全

体より少なくなる場合があります。 

○ 図表中の数値は四捨五入により表示しているため、合計や増減の数値が表示上の数値の計

算結果と合わない場合があります。 

○ 図表中の「0.0」は四捨五入の結果または回答者が皆無であることを表します。 

○ 母数が 100 未満の場合の百分率は、統計的誤差が大きい可能性が高いので数値の取扱いに

は特に注意が必要となります｡ 

○ 選択肢の語句が長い場合、本文中及び図表中では省略した表現を用いる場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 在宅生活の継続に必要な支援・サービスについて 

（１）主な介護者 

○ 主な介護者は、「子」が 48.3％で最も高く、次いで「配偶者」（30.6％）、「子の配偶者」

（14.0％）と続いています。 

○ 性別は、「男性」が 32.4％、「女性」が 67.3％で、女性が約 7割を占めています。 

○ 年齢は、「60歳代」が 33.1％で最も高く、「70歳代」（23.2％）と「80歳代」（13.5％）

も合わせると約 7割が 60歳以上となっています。 

■本人との関係 

 
■主な介護者の性別 

 

 

■主な介護者の年齢 

  

30.6%

48.3%

14.0%

1.2%

2.3%

3.3%

0.2%

0% 20% 40% 60%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

(n=513)

32.4% 67.3% 0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=513)

男性 女性 無回答

0.2%

0.4%

0.6%

4.7%

23.8%

33.1%

23.2%

13.5%

0.6%

0.0%

0% 20% 40%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

(n=513)
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（２）施設等検討の状況 

○ 施設の検討状況を要介護度別にみると、要介護度が上がるにつれて、「検討中」「申請済

み」の割合が高くなっており、要介護 3以上では 5割以上となっています。 

○ 世帯構成による施設の検討状況に大きな差はみられません。 

 

■要介護度別・施設等検討の状況 

 

 

■世帯類型別・施設等検討の状況 

 

 

91.8%

83.5%

48.8%

7.5%

15.0%

35.2%

0.7%

1.5%

16.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=146)

要介護１・２(n=266)

要介護３以上(n=162)

検討していない 検討中 申請済み

72.8%

76.7%

76.3%

18.4%

20.9%

18.4%

8.8%

2.3%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯(n=136)

夫婦のみ世帯(n=129)

その他(n=321)

検討していない 検討中 申請済み
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（３）介護者が不安に感じる介護 

○ 介護者が不安に感じる介護を要介護度別にみると、要支援 1・2では「外出の付き添い、

送迎等」「入浴・洗身」「屋内の移乗・移動」等の割合が高く、要介護 1・2では「認知症

状への対応」「外出の付き添い、送迎等」「食事の準備」等の割合が高く、要介護 3以上

では、「認知症状への対応」「夜間の排泄」「日中の排泄」等の割合が高くなっています。 

 

■要介護度別・介護者が不安に感じる介護 

 

 

7.9%

7.9%

3.0%

19.8%

0.0%

3.0%

17.8%

30.7%

4.0%

13.9%

3.0%

12.9%

15.8%

10.9%

3.0%

14.9%

13.9%

19.6%

17.3%

4.0%

16.4%

6.2%

5.3%

12.9%

22.2%

18.2%

30.2%

5.3%

20.0%

16.4%

14.7%

6.7%

7.6%

4.4%

36.1%

31.6%

9.8%

22.6%

7.5%

9.0%

23.3%

20.3%

9.0%

41.4%

6.0%

9.8%

7.5%

7.5%

4.5%

3.0%

2.3%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

要支援１・２(n=101) 要介護１・２(n=225) 要介護３以上(n=133)
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○ 介護者が不安に感じる介護を認知症自立度別にみると、自立＋Ⅰでは「外出の付き添

い、送迎等」「入浴・洗身」「屋内の移乗・移動」等の割合が高く、Ⅱでは「認知症状へ

の対応」「外出の付き添い、送迎等」「日中の排泄」「夜間の排泄」等の割合が高く、Ⅲ以

上では、「認知症状への対応」「日中の排泄」「夜間の排泄」等の割合が高くなっていま

す。 

 

■認知症自立度別・介護者が不安に感じる介護 

 

15.4%

16.0%

4.0%

20.0%

2.3%

4.6%

17.7%

28.0%

5.7%

9.7%

4.6%

14.9%

14.9%

9.7%

2.3%

16.0%

11.4%

21.4%

21.4%

4.8%

18.6%

7.6%

4.8%

16.2%

23.8%

20.0%

39.0%

5.7%

17.6%

16.2%

13.3%

7.6%

2.4%

2.4%

37.8%

21.6%

10.8%

17.6%

5.4%

12.2%

17.6%

12.2%

6.8%

51.4%

4.1%

10.8%

4.1%

12.2%

5.4%

4.1%

2.7%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

自立＋Ⅰ(n=175) Ⅱ(n=210) Ⅲ以上(n=74)
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（４）サービス利用の組み合わせ 

○ サービス利用の組み合わせを要介護度別にみると、要支援 1・2及び要介護 1・2では

「通所系のみ」の利用割合が高く、要介護度が高くなるにつれて「訪問系」や「短期入

所」を組み合わせて利用している人の割合が高くなっているほか、「小規模多機能」の割

合も高くなっています。 

 

■要介護度別・サービス利用の組み合わせ 

 

  

33.3%

9.3%

52.0%

0.0%

4.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

18.5%

11.2%

48.6%

1.4%

10.9%

0.4%

3.3%

0.0%

5.4%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

14.2%

11.9%

22.2%

3.4%

14.8%

0.0%

14.8%

6.8%

9.7%

1.1%

0.6%

0.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

未利用

訪問系のみ

通所系のみ

短期系のみ

訪問＋通所

訪問＋短期

通所＋短期

訪問＋通所＋短期

小規模多機能

看護多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋通所

定期巡回＋短期

定期巡回＋通所＋短期

要支援１・２(n=150) 要介護１・２(n=276) 要介護３以上(n=176)
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○ サービス利用の組み合わせを認知症自立度別にみると、いずれの自立度においても「通

所系のみ」の利用割合が高く、特に自立＋Ⅰ、Ⅱで高くなっています。Ⅲ以上では、自

立＋１やⅡの人と比べて、「通所＋短期入所」や「小規模多機能」の利用割合が高くなっ

ています。 

 

■認知症自立度別・サービス利用の組み合わせ 

 

27.5%

11.3%

47.0%

1.6%

9.3%

0.0%

0.8%

0.4%

1.6%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

17.7%

11.8%

41.7%

1.6%

10.2%

0.0%

6.3%

2.8%

7.1%

0.4%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

12.9%

7.9%

28.7%

2.0%

13.9%

1.0%

16.8%

4.0%

10.9%

1.0%

0.0%

1.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

未利用

訪問系のみ

通所系のみ

短期系のみ

訪問＋通所

訪問＋短期

通所＋短期

訪問＋通所＋短期

小規模多機能

看護多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋通所

定期巡回＋短期

定期巡回＋通所＋短期

自立＋Ⅰ(n=247) Ⅱ(n=254) Ⅲ以上(n=101)
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（５）在宅生活の継続に必要な介護保険外サービス 

○ 在宅生活に必要な介護保険外サービスを世帯類型別にみると、単身世帯では他の世帯に

比べて多くのサービスで割合が高くなっています。夫婦のみ世帯、その他世帯では、「移

送サービス」や「外出同行」の割合が高くなっています。 

 

■世帯類型別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

 

  

28.1%

15.6%

23.0%

23.7%

23.0%

29.6%

27.4%

25.2%

8.9%

2.2%

28.1%

15.9%

8.7%

12.7%

15.9%

11.9%

19.0%

23.8%

14.3%

7.9%

4.0%

50.0%

14.6%

4.5%

3.5%

5.4%

4.5%

11.5%

20.7%

12.4%

6.1%

2.9%

56.4%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

単身世帯(n=135) 夫婦のみ世帯(n=126) その他(n=314)



9 

○ 介護保険外サービスの必要性を要介護度別にみると、要介護度による大きな差はみられ

ず、いずれの要介護度でも「移送サービス」の割合が最も高いほか、「外出同行」や「配

食」の割合も高くなっています。 

 

■要介護度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

 

  

15.8%

6.5%

9.4%

15.8%

12.2%

17.3%

23.7%

15.8%

7.9%

2.9%

44.6%

20.1%

8.3%

9.8%

11.4%

11.4%

19.3%

21.6%

14.4%

9.1%

2.3%

47.0%

15.0%

8.8%

10.6%

11.3%

8.8%

15.6%

24.4%

18.8%

5.0%

3.1%

53.8%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要支援１・２(n=139) 要介護１・２(n=264) 要介護３以上(n=160)
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○ 介護保険外サービスの必要性を認知症自立度別にみると、いずれの自立度でも「移送サ

ービス」の割合が最も高くなっています。Ⅱでは「配食」が他の自立度に比べて高いほ

か、自立度が低くなるにつれて「見守り・声掛け」の割合が高くっています。 

 

■認知症自立度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

 

15.5%

7.3%

8.6%

14.7%

12.1%

18.5%

24.6%

13.8%

6.5%

1.7%

50.0%

20.9%

8.8%

10.5%

10.9%

10.9%

18.8%

22.2%

16.7%

9.6%

2.9%

44.4%

14.1%

7.6%

12.0%

10.9%

7.6%

13.0%

20.7%

19.6%

5.4%

4.3%

54.3%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

自立＋Ⅰ(n=232) Ⅱ(n=239) Ⅲ以上(n=92)
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（２）仕事と介護の両立、介護離職の防止について 

（１）就労状況別・本人の状況 

○ 主な介護者の就労状況別に要介護度の構成比をみると、パートタイム勤務では、他と比

べて「要介護１」の割合が高く、「要介護２」の割合が低くなっています。 

 

■就労状況別・要介護度 

 

 

（２）就労状況別・介護の状況 

○ 主な介護者の就労状況別に家族による介護の頻度をみると、いずれも「ほぼ毎日」の割

合が最も高く、フルタイム勤務、パートタイム勤務で約７割、働いていない人では約８

割が「ほぼ毎日」と回答しています。 

 

■就労状況別・家族等による介護の頻度 

 

 

  

27.1%

25.0%

19.4%

17.4%

33.3%

25.5%

24.5%

19.8%

25.9%

17.4%

11.5%

14.4%

11.0%

6.3%

9.7%

2.6%

4.2%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=155)

パートタイム勤務(n=96)

働いていない(n=216)

要支援１・２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

11.3%

6.2%

2.7%

15.0%

9.3%

14.0%

6.3%

15.5%

6.3%

67.5%

69.1%

77.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=160)

パートタイム勤務(n=97)

働いていない(n=222)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日
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（３）就労継続の見込み 

○ フルタイム勤務もしくはパートタイム勤務をしている主な介護者の就労継続の見込みを

要介護度別にみると、要介護 2以上では要支援 1～要介護 1に比べて「問題なく、続けて

いける」の割合が低く、「問題はあるが、何とか続けていける」の割合が高くなっていま

す。 

○ 認知症自立度別にみると、Ⅱ以上では自立＋Ⅰに比べて「問題なく、続けていける」の

割合が低く、「問題はあるが、何とか続けていける」の割合が高くなっています。 

 

■要介護度別・就労継続見込み（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 

 

 

■認知症自立度別・就労継続見込み（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 

 

  

38.7%

23.5%

50.9%

58.8%

3.8%

6.7%

0.9%

5.0%

5.7%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１～要介護１(n=106)

要介護２以上(n=119)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい
わからない

40.5%

25.3%

48.1%

58.9%

3.8%

6.2%

1.3%

4.1%

6.3%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ(n=79)

Ⅱ以上(n=146)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

わからない
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（４）就労継続の見込み別・介護者が不安に感じる介護 

○ 就労継続の見込み別に主な介護者が不安に感じる介護をみると、就労継続が難しいと回

答している人では、続けていける人に比べて「認知症状への対応」や「日中の排泄」、

「夜間の排泄」、「屋内の移乗・移動」の割合が高くなっています。 

 

■就労継続見込み別_介護者が不安に感じる介護（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 

 

  

7.5%

11.9%

3.0%

13.4%

6.0%

6.0%

7.5%

26.9%

20.9%

20.9%

4.5%

20.9%

17.9%

7.5%

3.0%

14.9%

7.5%

30.2%

23.3%

7.8%

17.8%

7.0%

6.2%

18.6%

24.8%

13.2%

33.3%

4.7%

18.6%

16.3%

15.5%

5.4%

1.6%

0.8%

36.8%

36.8%

10.5%

15.8%

10.5%

5.3%

31.6%

21.1%

15.8%

52.6%

5.3%

5.3%

10.5%

5.3%

5.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

問題なく、続けていける(n=67)

問題はあるが、何とか続けていける(n=129)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=19)
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（５）効果的な勤め先からの支援 

○ 主な介護者の就労状況別に効果的な勤め先からの支援をみると、フルタイム勤務、パー

トタイム勤務ともに「介護休業・介護休暇等の制度の充実」や「労働時間の柔軟な選

択」の割合が高くなっています。 

○ パートタイム勤務ではフルタイム勤務に比べて「特にない」の割合が高くなっていま

す。 

 

■就労状況別・効果的な勤め先からの支援 

 

  

16.2%

24.7%

16.9%

24.0%

7.1%

6.5%

2.6%

10.4%

1.3%

24.7%

14.3%

8.9%

22.2%

14.4%

24.4%

1.1%

4.4%

4.4%

12.2%

0.0%

43.3%

3.3%

0% 20% 40% 60%

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

フルタイム勤務(n=154) パートタイム勤務(n=90)
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○ 就労継続の見込み別に効果的な勤め先からの支援をみると、続けていくのは難しい人、

問題はあるが、何とか続けていける人ともに「労働時間の柔軟な選択」の割合が最も高

くなっているほか、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」の割合が高くなっています。 

 

■就労継続見込み別・効果的な勤め先からの支援 

 

 

13.4%

13.4%

9.0%

11.9%

1.5%

3.0%

3.0%

6.0%

0.0%

44.8%

11.9%

16.4%

31.3%

20.3%

33.6%

8.6%

7.8%

2.3%

14.1%

0.0%

25.0%

3.1%

5.6%

22.2%

16.7%

27.8%

0.0%

11.1%

5.6%

16.7%

5.6%

38.9%

0.0%

0% 20% 40% 60%

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

問題なく、続けていける(n=67)

問題はあるが、何とか続けていける(n=128)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=18)


